文化庁　地域伝統文化総合活性化事業（狂言「塗師」うるしの里）
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「狂言㏌かわだ」
～茂山忠三郎社中と狂言のつどい～
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　　番　組　　　　　　　平成二十三年二月五日(土)　開場　午後一時半　　開演　午後二時
第一部　　午後二時
　開会あいさつ

子どもの狂言ワークショップ　指導　茂山良暢・・・河和田小学校狂言クラブの子どもたち
狂言「塗師」河和田版　・・・　平六　加藤芳恵　内儀　白木千栄子　師匠　木村愛子　

地謡　朝倉喜久子　有澤貞子　井上政子　　　
第二部  　午後三時
狂言「萩大名」・・・大　名　　 増澤善和
　　　　　　　　　　 太郎冠者　 茂山良暢
　　　　　　　　　　 庭　主　　 茂山忠三郎

狂言「土　筆」・・・遊山の人（甲）茂山恭仁子　（乙）茂山紗知子

狂言「附　子」・・・太郎冠者　枡谷雄一郎　次郎冠者　新島健人
　　　　　　　　　　　主　　　 山口耕道





■と　き　平成23年2月5日（土）


受付・午後1時30分　開演・午後2時


■ところ　越前漆器伝統産業会館(うるしの里会館)多目的ホール


　　　　　 　　　（鯖江市西袋町40-1-2　電話0778-65-2727）　　


入場料　無料、ただし整理券必要　(1月15日から発行、なくなり次第終了)


　整理券窓口　鯖江市まなべの館・鯖江市河和田公民館・ＮＰＯ法人かわだ夢グリーン


主催　NPO法人かわだ夢グリーン


後援　鯖江市　鯖江市教育委員会


お問合せ　ＮＰＯ法人かわだ夢グリーン090-2036-1935　　鯖江市まなべの館0778-53-2257　　　　　　　
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茂山　忠三郎





あらすじ


｢�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぬし),塗師)�｣


都では今風の技術を持った塗師がもてはやされ、流行遅れとなった塗師の師匠は、やむなく越前の国に住む平六という弟子を頼って行くことにした。ところが、 師匠に来られてはこちらの商売が成り立たないと思った平六の妻・・幽霊となって現れた平六・・





｢�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はぎ),萩)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だいみょう),大名)�｣


訴訟の事で長々の都暮らしに退屈しきっている 遠国大名､気分転換の遊山に､下京辺の資産家の庭園を訪ね､折から盛りの萩の花を見物 する事となりました｡ところが、この庭主は、自分の庭園を訪れた客に必ず当座の和歌を ・・





｢�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つくし),土筆)�｣


二人の男が春ののどかさに誘われて野遊山に出かけます。家 土産(いえづと)にしようと土筆を摘んだり、芍薬の芽が萌え出たのを見て歌心を起こしたりと、ここまでは風流なのですが、しかし、両人ともに ・・





「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぶす),附子)�」


主人は二人に桶を見せ「この中には附子という猛毒が入っているので絶対に近づかない ように」と言って出かけます。「あおげ、あおげ」と恐る恐る近づいてみると、中身はなんとおいしそうな水飴、我慢できず全部 平らげてしまう2人。そのうえ言い訳のために主人秘蔵の品々を壊し・・





茂山　良暢
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狂言「塗師」　画　白木千栄子
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